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台
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台風の表現が変わりました

u避難所・避難路を確認をしておく
uラジオやテレビで正確な情報収集をする
u身軽な服装に着替える（避難できるように寝る
ときもそのままの服装で）

u高齢者、子ども、病人、障害者を安全な場所へ
避難させる

u非常持ち出し品の準備（懐中電灯、携帯ラジオ、
非常食、現金、預金通帳、救急用品、飲料水、
衣類、薬）

u停電に備える（懐中電灯、電池、ロウソク、マ
ッチ）

防災効果を高めるため、今年の６月から台風の
分類の表現が変わりました。いずれも風による分
類ですので、小さな台風の場合でも雨による被害
には警戒が必要です。

いざというときの対策

u
u
u

u
u

u

u



「
パ
パ
・
マ
マ
こ
ど
も
と
向
き
合
っ

て
」
を
テ
ー
マ
に
、
男
女
共
同
参
画

都
市
宣
言
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
０
１
を

開
催
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
春
日
市
が
平
成
11
年
９

月
に
行
っ
た
「
男
女
共
同
参
画
都
市

宣
言
」
を
記
念
し
て
行
う
も
の
で
す
。

ホ
ー
ル
の
催
物
で
は
、
手
話
通
訳

や
託
児
も
行
い
ま
す
。

入
場
は
無
料
。
皆
さ
ん
、
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
日

９
月
24
日
�

場
所

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

(

大
谷
６
―
24)

時
間
・
会
場
・
内
容

○
午
後
０
時
50
分
〜
３
時
30
分
・
サ

ン
ホ
ー
ル

▽
音
楽
の
玉
手
箱
コ
ン
サ
ー
ト
（
室

内
楽
）

▽
講
演
会
「
母
親
た
ち
の
悩
み
を

聴
く
・
母
性
愛
神
話
の
視
点
か

ら
」

講
師
　
大
日
向
雅
美

お

お

ひ

な

た

ま

さ

み

さ
ん
（
恵

泉
女
学
園
大
学
教
授
）

▽
都
市
宣
言
ア
ピ
ー
ル

○
午
前
10
時
〜
正
午

▽
こ
れ
か
ら
の
パ
パ
マ
マ
育
児
体

験
コ
ー
ナ
ー
（
お
む
つ
交
換
・

お
風
呂
の
入
れ
方
等
）
定
員
20

組
・
学
習
室
１

▽
パ
パ
が
わ
が
子
に
作
る
か
ん
た

ん
離
乳
食
・
料
理
講
習
室

▽
お
や
じ
の
座
談
会
（
帰
っ
て
き

た
お
や
じ
）
・
学
習
室
３

▽
な
く
そ
う
女
性
へ
の
暴
力
！
Ｄ

Ｖ
被
害
者
サ
ポ
ー
ト
の
た
め
に

（
ビ
デ
オ
視
聴
・
ト
ー
ク
）・
学

習
室
４

○
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▽
不
用
品
市
・
学
習
室
２

▽
こ
ど
も
美
術
館
（
市
内
認
可
保

育
所
児
童
画
作
品
展
示
）・
ギ
ャ

ラ
リ
ー

○
午
後
３
時
30
分
〜
４
時
20
分

▽
く
つ
ろ
ぎ
コ
ー
ナ
ー
（
紅
茶
無

料
サ
ー
ビ
ス
）
・
大
会
議
室

託
児

９
月
20
日
ま
で
に
、
電
話
か

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
人
権
女
性
政

策
課
に
申
し
込
む

問
い
合
わ
せ
先

人
権
女
性
政
策
課

男
女
平
等
推
進
担
当

�(

584)

１
１
１
６

5(

584)

１
１
５
３

男
女
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
出
前
ト
ー
ク
・
国
保
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７
月
３
日
か
ら
始
ま
っ
た
出
前
ト
ー

ク
は
、
こ
れ
ま
で
に
、
市
内
の
12
地
区

で
開
催
さ
れ
、
約
６
０
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

各
会
場
で
は
、
ま
ず
市
長
が
、
施
政

方
針
や
主
な
事
業
に
つ
い
て
説
明
。
そ

の
後
に
参
加
者
と
の
意
見
交
換
の
時
間

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。参
加
者
か
ら
は
、

行
政
の
課
題
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
要

望
や
意
見
が
出
さ
れ
、
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

残
り
の
20
地
区
に
つ
い
て
は
、
10
月

２
日
か
ら
順
次
開
催
さ
れ
ま
す
。

出
前
ト
ー
ク
っ
て
何
？

出
前
ト
ー
ク
は
、
市
長
が
各
地
区
の

公
民
館
に
出
向
き
、
市
民
と
ひ
ざ
を
交

え
意
見
交
換
を
し
よ
う
と
、
今
年
の
７

月
か
ら
始
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

で
き
る
だ
け
多
く
の
人
が
参
加
で
き

る
よ
う
に
と
、
開
催
は
全
て
夜
間
と
な

っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

な
お
、
自
分
の
地
区
で
参
加
で
き
な

い
場
合
は
、
他
の
地
区
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

皆
さ
ん
の
率
直
な
ご
意
見
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

期
日
・
会
場
（
地
区
公
民
館
）

時
間

午
後
７
時
〜
９
時

※

春
日
原
南
地
区
は
、
午
後
７
時
30

分
〜
９
時
30
分
に
行
い
ま
す
。

な
お
、
日
程
な
ど
が
変
更
に
な
っ

た
場
合
は
、
市
報
や
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
地
区
の
回
覧
板
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

行
政
管
理
課

退
職
し
た
ら
国
保
に
加
入
を

社
会
保
険
な
ど(

勤
務
先
の
健
康

保
険)

を
喪
失
し
た
ら
国
保
に
加
入

し
ま
し
ょ
う
。

届
出
は
二
週
間
以
内
で
す
。

※

社
会
保
険
を
継
続
し
た
り
（
任

意
継
続
）、
社
会
保
険
の
被
扶
養

者
に
な
っ
た
り
し
た
場
合
は
、
届

出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
年
金
の
変
更
の
届
出

が
必
要
で
す
。

国
保
税
は
さ
か
の
ぼ
り
ま
す

加
入
届
が
遅
れ
た
場
合
で
も
、
国

民
健
康
保
険
税
は
、
退
職
日
の
翌
日

か
ら
か
か
り
ま
す
。

遅
れ
て
手
続
き
し
て
も
、
さ
か
の

ぼ
っ
て
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。早

め
に
手
続
き
し
ま
し
ょ
う
。

就
職
し
た
ら
喪
失
届
を

社
会
保
険
な
ど
に
加
入
し
た
ら
、

国
保
の
喪
失
手
続
き
が
必
要
で
す
。

そ
の
際
、
年
金
も
忘
れ
ず
に
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

（
国
保
年
金
課
国
保
担
当
）

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
る

出
前
ト
ー
ク
「
市
長
と
語
る
」

男男男男
女女女女
共共共共
同同同同
参参参参
画画画画
都都都都
市市市市
宣宣宣宣
言言言言

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
０
１

△講師の大日向雅美さん

手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

出
前
ト
ー
ク
が
再
開
さ
れ
ま
す

─────・─────・─────・─────・─────・─────・─────・─────・─────



行
政
改
革
の
成
果
・
公
共
用
地
の
競
売
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今
日
の
厳
し
い
社
会
経
済
情
勢
の
中
、
春
日
市

の
財
政
状
況
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
も
引
き
続
き
、
一
層
の
経
費
節
減
と
効
率

的
な
行
政
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
情
勢
を
踏
ま
え
て
春
日
市
は
、
平

成
10
年
度
に
、
21
世
紀
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
、
「
第
３
次
行
政
改
革
大
綱
」
と
「
実

施
計
画
」
を
作
り
ま
し
た
。

こ
の
中
で
は
、
新
し
い
行
政
需
要
へ
の
積
極
的

な
対
応
や
、
受
益
者
負
担
の
考
え
の
導
入
、
政
策

形
成
過
程
へ
の
市
民
の
参
加
な
ど
を
中
心
に
取
り

組
ん
で
い
く
姿
勢
を
明
確
に
示
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
こ
の
計
画
に
対
す
る
進
み
具
合
（
平

成
12
年
度
）
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
企
画
情
報
課
企
画
担
当
）

土
地
の
表
示

▽
所
在
地
　
塚
原
台
３
―
45
―
１

地
目
　
宅
地

地
籍
　
２
３
５．

72
㎡

▽
所
在
地
　
塚
原
台
３
―
45
―
４

地
目
　
宅
地

地
籍
　
２
０
０．

94
㎡

※

入
札
は
、
一
筆
ご
と
に
行
い
ま
す
。

な
お
、
い
ず
れ
も
、
第
一
種
低
層
住
居
専
用
地

域
で
す
。

現
地
説
明
会

日
時

９
月
19
日
�
　
午
後
２
時
〜

集
合
場
所

春
日
市
役
所
２
０
８
会
議
室

※

事
前
説
明
の
後
、
各
自
で
現
地
に
移
動
し
ま
す
。

な
お
、
現
地
説
明
会
に
参
加
せ
ず
に
入
札
に

の
み
参
加
し
た
場
合
で
も
、
現
地
説
明
事
項
に

つ
い
て
は
了
解
し
た
も
の
と
み
な
し
ま
す
。

入
札

期
日

９
月
26
日
�

受
付

午
前
10
時
〜

入
札

午
前
10
時
30
分
〜

場
所

春
日
市
役
所
４
０
７
会
議
室

入
札
に
必
要
な
も
の

▽
入
札
保
証
金
（
入
札
価
格
の
５
／
１
０
０
以
上

の
額
）

▽
身
分
を
証
明
す
る
も
の(

個
人)

、
誓
約
書
（
個

人
）
登
記
簿
謄
本(

法
人)

▽
委
任
状
と
委
任
者
の
印
鑑
証
明
書
（
他
人
の
代

理
人
と
し
て
参
加
す
る
場
合
）

▽
印
か
ん
（
入
札
参
加
者
の
印
か
ん
）

※

入
札
参
加
者
の
資
格
や
入
札
保
証
金
な
ど
詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

資
料
閲
覧
・
問
い
合
わ
せ
先

環
境
対
策
課
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Ｔ
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講習内容 パソコンの基礎操作
○文書の作成（文字の入力）
○インターネットの利用方法
○電子メールの利用方法
対象 このＩＴ講習会をはじめて受講する20歳

以上の人で、１コースの全日程をすべて
受講できる人（途中でのコース変更はで
きません）

定員 各コース20人（申込多数の場合は抽選）
受講料 無料
※　教材費として、1,000円程度必要です。
申込方法 記入例を参考にハガキで９月17日

(月)（当日消印有効）までに申し込む

※ 申し込みは１人1枚に限ります。受講決定
者には、後日、受講カードを郵送します。
申込先 ＩＴ講習会担当（〒816－８５０１

春日市役所）
問い合わせ先 企画情報課情報推進担当

�（584）１１４４

市民のパソコンの基礎技能の修得を目的に、ＩＴ講習会を開催します。
なお、各地区公民館での実施は、今回の募集で最後となります。

申込ハガキの記入例

第４期ＩＴ講習会受講申込
①住所　
②氏名（ふりがな）
③生年月日　
④電話番号　
⑤第１希望の会場（公民館）・コース
⑥第２希望の会場（公民館）・コース
⑦第３希望の会場（公民館）・コース

第4期無料パソコン講習会（ＩＴ講習会）�
申込受付期間　９月３日(月)～１７日(月)



ト
ピ
ッ
ク
ス
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市
役
所
と
春
日
那
珂
川
水
道
企
業

団
の
職
員
に
よ
る
水
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

が
、
８
月
１
日
、
西
鉄
春
日
原
駅
前

と
Ｊ
Ｒ
春
日
駅
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
夏
に
な

る
と
多
く
の
水
が
使
わ
れ
る
こ
と
か

ら
、
毎
年
家
庭
や
職
場
で
の
節
水
を

呼
び
か
け
て
い
る
も
の
で
す
。

特
に
今
年
は
猛
暑
が
続
い
て
水
の

使
用
量
が
増
え
ま
し
た
。
福
岡
都
市

圏
は
、
水
が
少
な
く
、
渇
水
に
な
る

と
た
び
た
び
断
水
に
な
る
地
域
で
す
。

日
ご
ろ
か
ら
、
各
自
が
節
水
に
努
め

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

インドからのお客さま
須玖小学校で交流会子どもの安全教室

韓国と日本の生徒が楽しく交流

駅
前
で
水
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

水
を
大
切
に

u
さ
っ
そ
く
、
人
形
劇
舞
台
の
お
披
露
目

u
食
事
の
前
に
手
を
合
わ
せ
る
イ
ッ
シ

ュ
ミ
ー
ト
さ
ん
（
中
央
）

v
安
全
の
大
切
さ
を
語
る
井
本
さ
ん

v
す
ぐ
に
仲
良
く
な
っ
た
両
校
の
生
徒
た
ち

u
春
日
原
駅
前
で
節
水
を
呼
び
か
け
る
井
上
市
長

23年前からベルマーク運動に力を入れてきた春日北小学校
が、この夏、収集累計200万枚を達成しました。
同校は、このベルマーク助成によって、これまで、子どもた
ちの役に立つ運動用具や備品などを数多く取り揃えてきまし
た。
このほど行われた達成を子どもたちに報告する集会では、今
回、獲得した人形劇舞台と玉入れのゴールをみんなに披露。
またＰＴＡは、手作りのベルマーク収集箱「ベルちゃん」を
作成し、寸劇で紹介。子どもたちにさらなる協力を呼びかけま
した。

７月25日、春日野中学校で、同校生徒と韓国・江南中学校
生徒との交流会が行われました。
これは、江南中学校が、「日本九州文化探訪」として来日し
たもの。
まず学校紹介が行われ、吹奏楽部による歓迎の演奏が行われ
ました。その後、日韓の両生徒が数グループに分かれて学校を
見学。戻って来た時には、お互いに肩を組み合うほど仲良くな
っており、引率者たちもびっくり。
最後は、相手の国の言葉を使って、お互いに自己紹介。短い
時間でしたが、楽しい充実した交流がなされました。

アジア太平洋子ども会議で来福し、春日市内にホームステイ
しているインドのアンジャリーさんとイッシュミートさんの二
人が、３日間、須玖小学校に通って日本の学校生活を体験しま
した。
このうちイッシュミートさんは６年３組に加わり、クラスの
子どもたちとフルーツポンチ作りに挑戦。慣れない包丁に緊張
しながらも、楽しい一時を過ごしました。
市内では、この二人のほか、同じインドから６人、ミクロネ
シアから６人の子どもたちが、春日野や春日、春日原の各小学
校で子どもたちとそれぞれ交流しました。

広報レポーター　福山
ふくやま

正美
ま さ み

大阪府で発生した校内児童殺傷事件以来、市内の各小学校で
は、子どもの安全を守るさまざまな取り組みが行われています。
大谷小学校では、このほど筑紫野警察署生活安全課の井本

い も と

久
ひさ

利
とし

少年係長を招いて、学校外での安全についての指導がありま
した。
井本さんは、「一人では遊ばない」｢行き先を必ず親に告げ

る｣「不審な人について行かない｣｢連れて行かれそうになった
ら、大声で叫ぶ」と、外で遊ぶ時の注意点について話して聞か
せました。
子どもたちは、不審者に扮して実演して見せる井本さんに、

「本当にこわい。自分も気をつける」と話していました。

広報レポーター　姚
よう

暁　
しょうさん

２００万枚集めたよ
春日北小ベルマーク運動



出
土
し
た
遺
物
の
復
元
や
整
図
な
ど

を
屋
内
で
行
う
作
業
員
を
募
集
し
ま
す
。

資
格
・
経
験
は
問
い
ま
せ
ん
。

歴
史
や
遺
跡
に
興
味
が
あ
る
人
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

対
象

40
歳
ま
で
の
人

勤
務
地

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
（
岡

本
３
―
57
）

日
給

６，

４
０
０
円

勤
務
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
ま
で

勤
務
日

平
日
勤
務
（
１
ヶ
月
あ
た
り

12
日
以
内
の
勤
務
）

募
集
人
数

若
干
名

問
い
合
わ
せ
先

文
化
財
課
（
奴
国
の

丘
歴
史
資
料
館
内
）

�(

501)

１
１
４
４

国
際
交
流
に
つ
い
て
の
情
報
を
掲
載

し
た
「
春
日
市
国
際
交
流
ニ
ュ
ー
ス
レ

タ
ー
」
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
編
集
員
を
募

集
し
ま
す
。

国
際
交
流
に
興
味
が
あ
り
、
取
材
や

記
事
づ
く
り
に
携
わ
っ
て
て
み
た
い
と

考
え
て
い
る
人
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

申
込
方
法

電
話
ま
た
は
ハ
ガ
キ
で
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
（
あ
れ

ば
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
）
を
連
絡

す
る

※

活
動
は
、
原
則
と
し
て
昼
間
の
時

間
帯
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

地
域
づ
く
り

課
地
域
づ
く
り
担
当

県
営
住
宅
の
空
家
入
居
者
を
募
集
し

ま
す
。

申
込
方
法

９
月
３
日
�
〜
11
日
�

(

当
日
消
印
有
効)
に
、
募
集
案

内
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

郵
送
す
る
。

※

募
集
案
内
書
は
、
市
厚
生
課
と
西

出
張
所
で
９
月
３
日
か
ら
配
布
し
ま

す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
住
宅
供
給

公
社
県
営
住
宅
住
宅
管
理
部

�(

713)

１
６
８
３

大
学
卒
業
程
度
の
人
を
対
象
に
、
事

務
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

採
用
予
定
人
数

若
干
名

受
験
資
格

昭
和
47
年
４
月
２
日
か
ら

同
55
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
で
、
社
会
福
祉
主
事
任

用
資
格
を
持
つ
か
取
得
見
込
み

で
、
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を

持
つ
人

試
験
日
・
試
験
内
容

▽
第
１
次
試
験

10
月
21
日
�
　
一
般
教
養
、
作
文

▽
第
２
次
試
験

11
月
予
定
　
面
接

申
込
方
法

９
月
21
日
�
午
後
５
時
（
必

着
）
ま
で
に
、
市
販
の
履
歴
書

に
写
真
を
は
り
、
資
格
を
証
明

す
る
書
類
の
写
し
を
添
え
て
、

市
社
会
福
祉
協
議
会
総
務
課
へ

直
接
持
参
か
郵
送
す
る

問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
社
会
福
祉
協

議
会
総
務
課
（
昇
町
３
―
１
０

１
）

�(

581)

７
２
２
５

不
登
校
・
勉
強
嫌
い
の
子
ど
も
へ
の

親
の
対
応
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

入
場
は
無
料
で
、参
加
は
自
由
で
す
。

日
時

９
月
13
日
�

午
後
７
時
〜
９
時

場
所

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階

大
会
議
室
（
大
谷
６
ー
24
）

演
題

勉
強
嫌
い
の
子
ど
も
の
子
育
て

―
不
登
校
を
中
心
に
―

講
師

川
谷

か
わ
た
に

大
治

だ

い

じ

さ
ん
（
川
谷
医
院
院

長
）

定
員

１
５
０
人
（
当
日
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課

�(

575
）
４
１
２
１

お
知
ら
せ

8
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芝
田

し
ば
た

智
毅

と
も
の
り

ち
ゃ
ん
（
大
土
居
）

平
成
12
年
９
月
18
日
生

原は
ら

涼
真

り
ょ
う
ま

ち
ゃ
ん
（
須
玖
北
）

平
成
11
年
９
月
22
日
生

弓
田

ゆ
み
た

航
平

こ
う
へ
い

ち
ゃ
ん
（
大
和
町
）

平
成
10
年
９
月
５
日
生

植
木

う
え
き

日
奈
子

ひ

な

こ

ち
ゃ
ん
（
紅
葉
ヶ
丘
西
）

平
成
11
年
９
月
８
日
生

泉い
ず
み

達
也

た
つ
や

ち
ゃ
ん
（
下
白
水
南
）

平
成
11
年
９
月
７
日
生

募
集
し
ま
す

文
化
財
作
業
員

募
　
集�

国
際
交
流
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

編
集
委
員
募
集

県
営
住
宅

入
居
者
募
集

講
　
演�

春
日
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ

公
開
講
座

春
日
市
社
会
福
祉
協
議
会

一
般
事
務
職
員
募
集



子
守
り
代
わ
り
に
テ
レ
ビ
を
付
け
っ

放
し
に
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
テ
レ
ビ
が

不
可
欠
な
今
日
、
そ
の
新
た
な
つ
き
あ

い
方
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

９
月
30
日
�

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
研
修

室
１
・
２

講
師

山
田

や

ま

だ

真
理
子

ま

り

こ

さ
ん
（
九
州
大
谷

短
期
大
学
教
授
）

演
題

テ
レ
ビ
は
幼
児
に
と
っ
て
な
ぜ

悪
い
〜
新
た
な
つ
き
あ
い
方
を

考
え
る
〜

参
加
費

会
員
２
０
０
円
、
会
員
外
４

０
０
円

定
員

70
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

９
月
20
日
�
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
む

※

託
児
（
先
着
30
人
）
を
行
い
ま
す
。

託
児
希
望
者
は
、
申
込
と
同
時
に
予

約
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
託
児
料

は
１
人
５
０
０
円
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
田
浦

た

う

ら

�(

513)

５
１
３
８

▽
近
藤

こ
ん
ど
う

�(

595)

２
４
６
４

１
歳
未
満
の
子
ど
も
と
そ
の
親
の
交

流
の
場
で
す
。
今
月
の
テ
ー
マ
は
、「
赤

ち
ゃ
ん
と
絵
本
に
つ
い
て
」
で
す
。

日
時

９
月
12
日
�

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
１
―

１
２
０
）

持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

�(

501)

１
１
３
４

長
く
職
場
を
離
れ
て
い
て
再
就
職
を

希
望
す
る
女
性
を
対
象
に
、
技
術
講
習

会
を
行
い
ま
す
。

内
容

ビ
ジ
ネ
ス
実
務
法
務
（
商
工
会

議
所
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
法
務
検
定

３
級
対
象
）

期
間

９
月
26
日
�
〜
11
月
30
日
�

（
原
則
と
し
て
毎
週
月
、
木
曜

日
計
21
回
）

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

会
場

県
女
性
就
業
援
助
セ
ン
タ
―

（
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
１

―
17
―
１
）

定
員

30
人
（
試
験
と
面
接
で
選
考
）

受
講
料

無
料
（
た
だ
し
、
教
材
費
は

自
己
負
担
）

申
込
方
法

９
月
６
、
７
日
の
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
に
、
電
話
で
申

し
込
む
（
そ
の
際
、
面
接
の
日

時
が
指
定
さ
れ
ま
す
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
女
性
就
業

援
助
セ
ン
タ
―

�(

473)

６
９
６
１

応
募
資
格

23
〜
65
歳
の
人
で
、
受
講

修
了
後
、
２
週
間
に
１
度
「
福

岡
い
の
ち
の
電
話
」
の
相
談
員

を
務
め
る
こ
と
が
で
き
る
人

日
程

10
月
13
日
�
〜
平
成
14
年
９
月

４
日
�
（
原
則
と
し
て
隔
週
火

曜
日
）

※

こ
れ
以
外
に
１
泊
研
修
（
土
・
日

曜
日
）
が
２
回
あ
り
ま
す
。

時
間

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

会
場

九
州
キ
リ
ス
ト
教
会
館
（
福
岡

市
中
央
区
舞
鶴
２
―
７
―
７
）

内
容

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
基
礎
、
精

神
医
学
、
法
律
、
人
権
、
自
殺
、

心
の
健
康
な
ど

受
講
料

２
万
円
（
一
泊
研
修
費
を
除

く
）

定
員

50
人

応
募
締
切

９
月
20
日
�

※

応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
こ
ど

も
未
来
課
に
置
い
て
い
る
実
施
要
領

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

�
福
岡
い
の
ち
の
電

話
事
務
局

�(

713)

４
３
４
３

現
在
、
看
護
の
現
場
を
離
れ
て
い
る

人
で
再
就
職
を
考
え
て
い
る
人
の
た
め

の
講
習
会
で
す
。

日
時

10
月
15
日
�
〜
19
日
�

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

会
場

福
岡
赤
十
字
病
院
（
福
岡
市
南

区
大
楠
３
―
１
―
１
）

対
象

保
健
婦
（
士
）、
助
産
婦
、
看

護
婦
（
士
）、
准
看
護
婦
（
士
）

の
資
格
を
有
す
る
人

定
員

50
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

10
月
５
日
�
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
県
看
護

協
会
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

�(

714)

５
２
０
３

※

県
看
護
協
会
は
、
就
業
相
談
に
も

応
じ
て
い
ま
す
。

九
州
大
学
と
福
岡
県
地
域
福
祉
振
興

基
金
に
よ
る
「
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
年

と
地
域
福
祉
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
公
開

講
座
で
す
。

日
時

９
月
15
日
、
10
月
６
・
13
・
20

日
11
月
10
・
17
日
、
12
月
８
・

22
日
（
い
ず
れ
も
土
曜
日
）

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
（
原
町
３

―
１
―
７
）

内
容

▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
新
時
代
と
地
域
福

祉
▽
地
域
社
会
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

│
現
状
と
課
題
│

▽
企
業
の
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
と
ま
ち

づ
く
り

▽
ニ
ュ
ー
エ
イ
ジ
ン
グ
と
福
祉
Ｎ
Ｐ
Ｏ

▽
地
域
福
祉
活
動
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
論
序
説

定
員

１
０
０
人
（
申
込
先
着
順
）

受
講
料

１，

０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
金
と
し
て
）

申
込
方
法

９
月
７
日
�
ま
で
に
、
往

復
ハ
ガ
キ
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番

号
を
連
絡
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

�
福
岡
県
地

域
福
祉
振
興
基
金
「
九
州
大
学

公
開
講
座
」
係
（
〒
816
―
０
８

０
４
原
町
３
―
１
―
７
）

�(

582)

２
３
９
６

Ｅ
メ
ー
ル

k2
@
fp
-kikin

.o
r.jp

家
出
し
て
生
存
が
わ
か
ら
な
い
、
自

殺
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
、
事
故
に

あ
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
な
ど
、
行

方
不
明
の
家
族
に
つ
い
て
の
相
談
を
受

け
付
け
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

期
間

９
月
６
日
�
〜
12
日
�
（
７
日

間
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所

福
岡
県
警
察
本
部
１
階
（
福
岡

市
博
多
区
東
公
園
７
―
７
）

持
っ
て
く
る
も
の

行
方
不
明
者
を
捜

す
手
が
か
り
に
な
る
写
真
や
戸

籍
謄
本
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

県
警
察
本
部
鑑
識
課

�(

641)

４
１
４
１

お
知
ら
せ
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春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
春
日

講
演
会
参
加
者
募
集

子
育
て
教
室

絵
本
の
紹
介

講
　
座�

働
き
た
い
女
性
の
た
め
の

技
術
講
習
会

福
岡
い
の
ち
の
電
話

相
談
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

九
州
大
学
公
開
講
座

受
講
生
募
集

看
護
力
再
開
発
講
習
会

相
　
談�

行
方
不
明
者
を
捜
す
相
談
所



奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
で
、
歴
史
講

演
会
「
須
恵
器
生
産
の
始
ま
り
」
を
行

い
ま
す
。

こ
れ
は
、
現
在
、
同
資
料
館
で
開
催

中
の
古
代
の
器
展
（
９
月
30
日
ま
で
）

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
、
須

恵
器
が
、
い
つ
・
ど
こ
で
作
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
か
な
ど
の
歴
史
的
疑
問
に

答
え
る
講
演
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

講
演
会
は
無
料
で
、
予
約
も
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。
直
接
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時

９
月
15
日
�

午
後
２
時
〜
４
時

講
師

武
末

た
け
す
え

純
一

じ
ゅ
ん
い
ち

さ
ん
（
福
岡
大
学
教

授
）

会
場

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
（
岡
本

３
―
57
）

定
員

80
人
（
当
日
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ
先

奴
国
の
丘
歴
史
資
料

館�(

501)

１
１
４
４

原
始
古
代
の
春
日
を
想
像
し
て
、
は

る
か
太
古
の
弥
生
の
陶
芸
家
た
ち
に
負

け
な
い
21
世
紀
の
土
器
を
作
り
、
奴
国

の
丘
歴
史
資
料
館
を
飾
り
ま
せ
ん
か
。

応
募
方
法

10
月
15
日
�
〜
10
月
31
日

�
ま
で
に
、
応
募
用
紙
と
一
緒

に
作
品
を
資
料
館
に
持
ち
込
む

※

応
募
用
紙
は
、
資
料
館
の
ほ
か
、

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
に
も
置
い

て
い
ま
す
。

作
品
の
種
類

自
分
で
制
作
し
た
も
の

で
、
無
釉
薬

む
ゆ
う
や
く

の
素
焼
き
（
彩
色

は
可
能
）
の
作
品
と
す
る

応
募
点
数

１
人
に
つ
き
２
点
ま
で

※

応
募
作
品
は
す
べ
て
11
月
17
日
�

〜
12
月
９
日
�
の
間
、
資
料
館
で
展

示
さ
れ
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

奴
国
の
丘
歴

史
資
料
館

�(

501)

１
１
４
４

筑
紫
国
造
磐
井

つ
く
し
の
く
に
の
み
や
つ
こ
い
わ
い

が
活
躍
し
た
６
世
紀

前
後
は
、
古
墳
の
石
室
が
鮮
や
か
な
色

彩
で
描
か
れ
る
な
ど
、
北
部
九
州
独
自

の
古
墳
文
化
が
花
開
い
た
時
期
で
す
。

こ
の
古
墳
文
化
に
つ
い
て
講
義
を
受

け
、
最
終
日
に
は
装
飾
古
墳
を
見
学
し

ま
す
。

期
日
・
内
容
・
講
師

▽
９
月
22
日
�

筑
後
地
方
の
古
墳
と
石
人
石
馬

せ
き
じ
ん
せ
き
ば

佐
田

さ

た

茂
し
げ
る

さ
ん
（
佐
賀
大
学
教
授
）

▽
９
月
29
日
�

日
本
書
紀
に
み
え
る
磐
井
の
乱

長
洋
一

ち
ょ
う
よ
う
い
ち

さ
ん
（
西
南
学
院
大
学
名
誉

教
授
）

▽
10
月
６
日
�

北
部
九
州
の
装
飾
古
墳

蔵
冨
士
寛

く
ら
ふ
じ
ひ
ろ
し

さ
ん
（
福
岡
市
教
育
委
員

会
）

▽
10
月
13
日
�

磐
井
の
墓
と
八
女
古
墳
群

赤
崎
敏
男

あ
か
さ
き
と
し
お

さ
ん
（
八
女
市
教
育
委
員

会
）

▽
10
月
20
日
�

遺
跡
見
学
会
（
熊
本
県
立
装
飾
古
墳

館
、
岩
戸
山
古
墳
、
五
郎
山
古
墳
な

ど
を
予
定
）

時
間

午
後
２
時
〜
４
時
（
10
月
20
日

は
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
）

場
所

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
研
修
室

（
岡
本
３
―
57
）

定
員

30
人(

申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

９
月
21
日
�
ま
で
に
電
話

ま
た
は
直
接
窓
口
で
申
し
込
む

申
し
込
み
先

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館

�(

501)

１
１
４
４

春
日
市
野
外
活
動
場
内
の
星
の
館
（
天

体
観
測
所
）
で
行
う
、
星
の
観
望
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
。

日
時

９
月
29
日
�

午
後
７
時
〜
午
後
９
時

※

天
候
次
第
で
中
止
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

場
所

春
日
市
野
外
活
動
場
星
の
館

（
大
野
城
市
牛
頸
２
３
７
４
ー

２
）

参
加
費

高
校
生
以
上
２
０
０
円
、
中

学
生
以
下
１
０
０
円

※

中
学
生
以
下
は
保
護
者
が
同
伴
し

て
く
だ
さ
い
。

定
員

20
人
程
度
（
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

申
込
方
法

９
月
21
日
�
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
む
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

�(

571)

３
２
３
４
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北
村

き
た
む
ら

佳
苗

か
な
え

ち
ゃ
ん
（
千
歳
町
）

平
成
12
年
９
月
14
日
生

中
村

な
か
む
ら

朱
里

あ
か
り

ち
ゃ
ん（
下
白
水
南
）

平
成
12
年
９
月
15
日
生

大
石

お
お
い
し

菜
々
恵

な

な

え

ち
ゃ
ん（
松
ヶ
丘
）

平
成
11
年
９
月
23
日
生

野
上

の
か
み

智
可

ち

か

ち
ゃ
ん
（
昇
町
）

平
成
10
年
９
月
17
日
生

　写真は、お子さんの顔が大き
く写っているもので、裏にお子
さんの氏名（ふりがな）、生年月日、
住所、電話番号を書き、広報担
当まで郵送してください。�
　対象は３歳までで、11月１日ま
での到着分の中から抽選で決定
します。�

星
の
観
望
会

イ
ベ
ン
ト�

歴
史
講
演
会

須
恵
器

す

え

き

生
産
の
始
ま
り

新
世
紀
の
弥
生
土
器
展

作
品
募
集

歴
史
講
座

筑
紫
君
磐
井

つ
く
し
の
き
み
い
わ
い

の
乱
と

北
部
九
州
の
古
墳
文
化



春
日
市
知
的
障
害
者
育
成
会
は
、
活

動
資
金
づ
く
り
と
地
域
交
流
を
目
的
に
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

期
日

９
月
27
日
�
、
11
月
22
日
�
、

１
月
24
日
�
、
２
月
21
日
�
、

３
月
28
日
�

時
間

午
前
11
時
〜
午
後
２
時

場
所

福
祉
ぱ
れ
っ
と
館
駐
車
場
（
小

倉
３
―
２
４
２
―
１
）

※

家
庭
で
眠
っ
て
い
る
日
用
品
（
未

使
用
の
食
器
、
新
品
か
新
品
同
様
の

衣
類
な
ど
）
を
お
譲
り
く
だ
さ
い
。

ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
取
り
に
伺

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
春
日
市
知
的
障
害
者
育
成
会

�(

593)

７
６
０
７
（
5
兼
用
、
月
・

水
・
金
曜
日
　
午
前
10
時
〜
正
午
）

▽
吉
村

よ
し
む
ら

�(

591)

６
５
８
３

３
か
月
コ
ー
ス
が
始
ま
り
ま
す
。
ス

ポ
ー
ツ
の
秋
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

○
初
心
者
水
泳
教
室(

３
ヶ
月
コ
ー
ス)

対
象

18
歳
以
上
の
泳
ぎ
の
苦
手
な
人

日
程

９
月
27
日
�
〜
12
月
27
日
�

（
10
月
18
・
25
日
を
除
く
毎
週

木
曜
日
　
全
12
回
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

定
員

20
人

参
加
費

３，

０
０
０
円

○
小
学
生
水
泳
教
室(
３
ヶ
月
コ
ー
ス)

対
象

小
学
生
で
水
の
苦
手
な
児
童

日
程

９
月
27
日
�
〜
12
月
27
日
�

（
10
月
18
・
25
日
を
除
く
毎
週

木
曜
日
　
全
12
回
）

時
間

午
後
５
時
〜
７
時

定
員

20
人

参
加
費

３，

０
０
０
円

○
腰
痛
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室

対
象

18
歳
以
上
の
人

日
程

11
月
２
日
�
〜
12
月
21
日
�

（
毎
週
金
曜
日
　
全
８
回
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

定
員

30
人

参
加
費

２，

０
０
０
円

○
親
子
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室

対
象

小
学
５
年
生
か
ら
高
校
生
と
そ

の
保
護
者

日
程

11
月
４
日
�
〜
12
月
23
日
�

（
毎
週
日
曜
日
　
全
８
回
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

定
員

15
組

参
加
費

１
組
４，

０
０
０
円

○
ハ
ー
ド
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室

対
象

18
歳
以
上
の
人

日
程

11
月
７
日
�
〜
12
月
26
日
�

（
毎
週
水
曜
日
　
全
８
回
）

時
間

午
後
７
時
〜
９
時

定
員

30
人

参
加
費

２，

０
０
０
円

※

い
ず
れ
も
申
込
多
数
の
場
合
は
抽

選
し
、
結
果
は
当
選
者
の
み
通
知
し

ま
す
。

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
温
水

プ
ー
ル(

大
谷
６
―
28)

申
込
方
法

９
月
12
日
�
午
後
５
時
ま

で
に
、
電
話
ま
た
は
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
希
望
す
る
教
室
名
、
住

所
、
郵
便
番
号
、
氏
名
（
ふ
り

が
な
）
、
年
齢
、
性
別
、
電
話

番
号
を
連
絡
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

温
水
プ
ー
ル
担
当

�(

915)

３
５
０
０

5(

585)

１
６
３
４

や
る
気
の
あ
る
人
、
一
緒
に
練
習
し

ま
し
ょ
う
。

対
象

高
校
生
以
上
（
特
に
女
性
は
経

験
者
募
集
）

練
習
日
時
・
場
所

▽
毎
週
月
曜
日
　
午
後
７
時
〜
９
時

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
大
谷
６

―
28
）

▽
毎
週
土
曜
日
　
午
後
７
時
30
分
〜
９

時
30
分

春
日
野
中
学
校
体
育
館
（
春
日
公
園

５
―
19
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

島
田

し

ま

だ

�
０
９
０(

９
０
７
０)

３
２
４
５
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春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

みてみてきいて�

うだるような熱帯夜は寝
つかれぬままに、ガラス戸
をそーっと開けてみると、
網戸からかすかな風が流れ
込む。だが、それでも暑く、
うんざりした気分で夜空を
仰ぐと、そこには少し欠け
た朱色の月が浮かんでいた。
そして、月光が差す庭隅で
は、真昼に鳴きつかれたセ
ミが小枝からぽとりと落ち
る音がした。
日中の騒音が途絶えた真

夜中のしじまの中で、神秘
的な輝きを増す月と星を眺
めていたら、遠い遠い昔日
の思い出がよみがえってき
た。
あれは小学6年生の夏だ

った。長い夏休みを利用し
て、三隅川の川敷で星座の
観察をしたっけ。テントも
ない一枚の薄いゴザの上で、
眠い眠い目をこすりながら、
画用紙を手に徹夜の苦行？
夜露と朝露に濡れた衣服と
髪がやけに冷たかったのを
覚えている。けれど、恩師
の熱い熱情と、子らに伝え
教える思いは強く、先生は
偉いなーと子ども心に感じ
た。と同時に、夜空と次第
に白む夜明けの空の美しか
ったことが、半世紀を経た
今もなお脳裏に焼き付いて
は離れない。
まるでメルヘンの世界の

ような思い出に浸り、ふっ
と我に返って網戸越しの月
を仰ぐと、もうそこにはそ
の影さえなく、明け方に近
い涼風がかすかに忍び寄っ
てきた。夜空を彩る月と星
に私は夢を紡ぎ続ける。

吉満さかえ

真夜中の月と星と

春
日
市
で
た
だ
一
つ
の
軟
式
野
球
チ

ー
ム
で
す
。
皆
さ
ん
、
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

対
象

市
内
居
住
の
小
学
３
年
生
以
上

日
時

毎
週
月
・
金
曜
日

午
後
５
時
〜
７
時

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

（
大
谷
６
―
28
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

阿
比
留

あ

び

る

�
０
９
０(

３
３
２
２)

１
０
７
８

ス
ト
レ
ス
解
消
と
体
力
づ
く
り
に
太

極
拳
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

９
月
22
日
�

午
後
１
時
〜
５
時

場
所

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
２
階

対
象

市
内
在
住
か
勤
務
の
人

申
込
方
法

９
月
20
日
�
ま
で
に
電
話

か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

相
良

さ

が

ら

�(

501)

１
７
１
９(

5
兼
用)

太
極
拳
一
日
体
験
入
門

参
加
者
募
集

春
日
少
年
野
球
部
員
募
集

ス
ポ
ー
ツ�

温
水
プ
ー
ル
水
泳
教
室

参
加
者
募
集

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
行
い
ま
す

春
日
市
知
的
障
害
者
育
成
会

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

「
ポ
パ
イ
＆
オ
リ
ー
ブ
」
メ
ン
バ
ー
募
集
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「
飽
食
の
時
代
」
と
い
わ
れ
る
現
代
。

私
た
ち
の
周
り
に
は
、
有
り
余
る
程
の

食
物
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
困
っ
た
こ
と
に
、
食
べ
過

ぎ
な
ど
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
が
引
き

起
こ
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

健
康
は
食
か
ら
。
あ
な
た
も
菊
地
養

生
園
研
修
に
参
加
し
て
、
日
々
の
生
活

を
見
直
し
ま
せ
ん
か
。

日
時

10
月
３
日
�

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

場
所

菊
池
養
生
園
（
熊
本
県
菊
池
郡

泗
水
町
）

※
　
市
の
バ
ス
で
送
迎
し
ま
す
。

内
容

▽
ビ
デ
オ
放
映

▽
竹
熊
園
長
の
養
生
説
法

▽
農
園
見
学

定
員

30
人
（
申
込
先
着
順
）

参
加
費

２，

２
０
０
円
（
昼
食
代
を

含
む
）

申
込
方
法

９
月
３
日
�
〜
９
月
14
日

�
に
電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

�(

501)
１
１
３
４

生
後
６
〜
８
ヶ
月
の
子
ど
も
を
持
つ

保
護
者
を
対
象
に
、
離
乳
中
期
以
降
の

話
を
中
心
に
、
離
乳
食
教
室
を
行
い
ま

す
。託

児
も
行
い
ま
す
。

日
時

９
月
18
日
�

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ

定
員

20
人
（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の

母
子
手
帳
、
エ
プ

ロ
ン
、
三
角
き
ん
、

※

託
児
を
希
望
す
る
人
は
、
託
児
に

必
要
な
道
具
（
名
前
を
書
い
て
お
く

こ
と
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

受
講
料

２
０
０
円
（
実
習
材
料
費
）

申
込
方
法

９
月
14
日
�
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

�(

501)

１
１
３
４

春
日
市
生
活
環
境
組
合
連
合
会
に
よ

る
ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル
を
行
い
ま
す
。

こ
の
ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル
は
、
家
庭
の

不
用
品
を
有
効
利
用
し
、
無
駄
な
ゴ
ミ

を
減
ら
す
こ
と
が
目
的
で
す
。

皆
さ
ん
、
友
達
や
家
族
と
一
緒
に
、

出
店
し
て
み
ま
せ
ん
か

な
お
、
食
品
、
手
作
り
の
も
の
、
仕

入
れ
た
品
物
は
販
売
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

日
時

11
月
11
日
�

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

会
場

春
日
市
役
所
駐
車
場
（
原
町
３

│
１
│
５
）

対
象

市
内
に
居
住
す
る
20
歳
以
上
の

人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ

※

グ
ル
ー
プ
内
に
資
格
を
満
た
す
人

が
一
人
以
上
い
れ
ば
参
加
で
き
ま
す
。

な
お
、
業
者
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

定
員

１
１
５
組

※

応
募
多
数
の
場
合
は
初
参
加
の
人

を
優
先
し
、
抽
選
し
ま
す
。

参
加
費

５
０
０
円
（
１
組
）

申
込
方
法

９
月
28
日
�(

必
着)

ま
で

に
、ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、

郵
便
番
号
、
住
所(

マ
ン
シ
ョ

ン
名
も)

、
氏
名(

ふ
り
が
な)

、

電
話
番
号
、
年
齢
を
連
絡
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

環
境
対
策
課

「
春
日
市
役
所
ガ
レ
ー
ジ
セ
ー

ル
」
係
（
〒
816
―
８
５
０
１
春

日
市
役
所
）

5(

584)

１
１
４
７

みてみてきいて�

アジアで初の「第９回世
界水泳選手権大会福岡２０
０１」が、７月末成功裏に
閉幕した。
大会運営には、競技役員、

通訳、800人のボランティ
アを含む計2,500人が関わ
った。私は通訳ボランティ
アとして土用の暑いさなか、
早起きをして６日間会場に
通った。
水泳は「水に入らなけれ

ば、泳ぎを覚えることはで
きない」と言われる。一方、
ボランティアは「ボランテ
ィア活動を体験しなければ、
活動を始めることはできな
い」と言えるのではないだ
ろうか。
来年度から、小中高校で

一斉に子どもたちのボラン
ティア活動が始まる。21世
紀の社会、学校、自分への
満足度の低い今日の子ども
たちに、私たち大人は自信
を持って「生きる目標」や
「ボランティア活動」を描き
示せているだろうか。
昔から「子は親の背を見

て育つ」と言う。今年は
「ボランティア国際年」。こ
れを機に、多くの大人がそ
れぞれの分野で、気軽に継
続して、根気強く、かつ楽
しくボランティア活動する
姿を多くの子どもたちに見
せて欲しいと思う。

高山
たかやま

質
ただし

世界水泳選手権

�　ハガキに題名、住所、氏名、電話番
号を書いて送ってください。とく名や
ペンネームも可。�
　なお、編集の都合で、原文を要約し
たり、表現を変えたりすることがあります。�
あて先　〒８１６－８５０１春日市役所　　
　　　広報担当「エッセイ」係�
※　掲載した人には図書券（500円分）
　を進呈します。�

今年の４月に春日原共同利用施設に放送設備が、
7月に白水池コミュニティセンターと塚原台集会所
に広報用の掲示板が、それぞれ設置されました。
これは、�自治総合センターが、宝くじの普及

広報事業の一環として、コミュニティ活動に対し
助成を行ったものです。
各自治会は「おかげで活動に必要な備品を備え

ることができました」と喜んでいます。

環
　
境�

春
日
市
役
所
ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル

出
店
者
募
集

離
乳
食
教
室

参
加
者
募
集

菊
地
養
生
園
研
修

参
加
者
募
集

健
康
・
保
健�



環
境
保
全
に
取
り
組
む
市
民
団
体
や

事
業
者
な
ど
に
対
し
て
、
き
め
細
か
な

助
言
を
行
な
う
こ
と
の
で
き
る
「
環
境

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
」
を
募
集
し
ま
す
。

環
境
保
全
に
関
す
る
実
績
や
経
験
の

あ
る
人
は
、
登
録
し
ま
せ
ん
か
。

審
査

書
面
と
面
接
に
よ
り
決
定

申
込
方
法

９
月
１
日
�
〜
30
日
�

（
当
日
消
印
有
効
）
に
、
要
項

に
従
っ
て
申
請
す
る

要
項
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

�
日
本

環
境
協
会

�
０
３(

３
５
８
１)

３
３
５
１

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
普
及
促
進
と

乳
幼
児
の
交
通
安
全
の
た
め
、
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
を
貸
し
出
し
ま
す
。

対
象

春
日
市
、
筑
紫
野
市
、
太
宰
府

市
、
大
野
城
市
、
那
珂
川
町
在

住
の
普
通
自
動
車
免
許
所
持
者

貸
出
期
間

10
月
１
日
〜
平
成
14
年
３

月
22
日

※

貸
出
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

申
込
多
数
の
場
合
は
、
交
通
安
全
協

会
会
員
を
優
先
し
、
抽
選
に
な
り
ま
す
。

申
込
方
法

９
月
10
日
�
〜
21
日
�
の

平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４

時
30
分
に
、
免
許
証
、
印
か
ん
、

交
通
安
全
協
会
会
員
証
（
持
っ

て
い
る
人
の
み
）
を
持
参
し
、

直
接
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
交
通
安

全
協
会
（
筑
紫
野
市
二
日
市
南

４
―
８
―
33
）

�(

924)

０
０
６
６

日
常
生
活
で
使
用
す
る
生
活
用
品
の

ア
イ
デ
ア
作
品
を
募
集
し
ま
す
。
優
秀

作
品
は
表
彰
し
、
展
示
し
ま
す
。

対
象

県
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
人

展
示

10
月
21
日
�
〜
28
日
�

場
所

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
（
原
町
３

―
１
―
７
）

申
込
方
法

９
月
20
日
�(

必
着)

ま
で

に
、
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
作
品
図
か
写
真
を
添

え
て
、
実
行
委
員
会
事
務
局
へ

郵
送
す
る

※

申
込
用
紙
は
、
県
社
会
福
祉
協
議

会
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
市
高
齢

障
害
課
に
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
県
ね
ん

り
ん
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
祭
実
行

委
員
会
事
務
局
（
〒
816
―
０
８

０
４
　
原
町
３
―
１
―
７
）

�(

584)

３
３
６
０

こ
の
た
び
の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

事
務
に
お
い
て
、
一
部
地
域
で
選
挙
公

報
の
配
布
も
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

有
権
者
の
皆
様
に
は
、
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び
し

ま
す
。

今
後
、
こ
の
よ
う
な
事
が
再
発
し
な

い
よ
う
対
処
い
た
し
ま
す
。

（
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
）

お
知
ら
せ

13

春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

「
井
戸
に
金
物
を
落
と
す
と
水
神
様

す
い
じ
ん
さ
ま

の

祟た
た

ら
っ
し
ゃ
る
。
金
物
を
落
と
し
た
と

き
は
井
戸
に
塩
を
入
れ
て
”ニ
ョ
ー
ニ

ョ
ー
カ
ン
ニ
ョ
ー
“
を
し
て
お
祓は

ら

い
を

す
る
」

昔
は
夏
に
な
る
と
、
よ
く
腸
チ
フ
ス

や
赤
痢
な
ど
の
飲
食
物
に
よ
る
急
性
伝

染
病
が
発
生
し
ま
し
た
。

春
日
市
域
で
は
、
感
染
者
は
直
ち
に

小
倉
区
に
あ
っ
た
伝
染
病
院
に
隔
離
さ

れ
、
患
者
の
出
た
家
に
は
保
健
所
や
役

場
の
人
が
来
て
、
井
戸
を
始
め
家
の
内

外
を
く
ま
な
く
消
毒
し
て
い
き
ま
し

た
。生

活
用
水
が
水
道
の
水
に
替
わ
る
ま

で
、
井
戸
は
だ
い
た
い
各
家
に
一
つ
あ

り
、
炊
事
に
使
う
水
は
す
べ
て
井
戸
の

水
で
し
た
。
井
戸
は
地
面
を
直
径
１
・

２
ｍ
ほ
ど
の
円
筒
状
に
３
〜
５
ｍ
ほ
ど

掘
り
下
げ
た
も
の
で
、
も
と
も
と
水
は

釣
瓶

つ

る

べ

（
桶お

け

）
で
汲
み
上
げ
る
も
の
で
し

た
。
昭
和
に
入
る
と
手
押
し
式
ポ
ン
プ

が
普
及
し
て
き
ま
す
が
、
井
戸
枠
の
上

に
覆
い
を
つ
け
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
多

か
っ
た
の
で
、
粗
相

そ

そ

う

で
井
戸
に
物
を
落

と
し
こ
む
こ
と
も
ま
ま
あ
る
こ
と
で
し

た
。福

岡
地
方
に
は
「
七
夕
節
句

た
な
ば
た
ぜ
っ
く

の
井
戸

さ
ら
い
」
と
言
う
言
葉
が
あ
り
、
旧
暦

の
７
月
７
日
に
は
一
家
の
中
の
男
の
人

が
井
戸
に
梯
子
を
お
ろ
し
て
入
り
、
井

戸
の
底
を
清
掃
す
る
習
わ
し
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
風
習
は
春
日
市
内
で
は
小

倉
、
岡
本
、
上
白
水
に
戦
後
ま
で
残
っ

て
い
た
そ
う
で
す
。

最
近
、
知
り
合
い
の
建
築
業
を
し
て

い
る
人
に
ば
っ
た
り
出
会
い
ま
し
た
。

す
る
と
そ
の
人
は
あ
い
さ
つ
代
わ
り
に

「
い
ま
水
神
あ
げ
を
し
て
き
た
と
こ
ろ

で
す
」
と
い
う
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

「
水
神
あ
げ
」
と
い
う
の
は
不
要
に
な

っ
た
井
戸
を
埋
め
る
と
き
に
お
祓
い
を

す
る
こ
と
で
す
。
昔
は
お
祓
い
は
荒
神

こ
う
じ
ん

坊ぼ
ん

さ
ん
に
頼
み
ま
し
た
。
水
神
あ
げ
の

手
順
を
簡
単
に
説
明
し
ま
す
。

ま
ず
、
数
珠

じ

ゅ

ず

を
持
っ
た
お
坊
さ
ん
の

お
経
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
そ
れ
が
終
わ

る
と
、
お
神
酒

み

き

を
井
戸
に
注
ぎ
、
塩
を

井
戸
と
そ
の
周
囲
に
振
り
ま
き
ま
す
。

そ
の
あ
と
御
幣

ご

へ

い

と
塩
を
持
っ
て
近
く
の

川
へ
行
き
、
塩
を
ま
い
て
御
幣
は
川
土

手
に
立
て
て
お
き
ま
す
。
帰
り
に
川
砂

を
一
握
り
取
っ
て
き
て
、
井
戸
の
中
に

入
れ
る
と
水
神
あ
げ
は
終
わ
り
と
な
り

ま
す
。

私
が
う
っ
か
り
「
こ
の
時
代
に
”水

神
あ
げ
“
で
す
か
」
と
い
う
と
、
そ
の

知
り
合
い
の
人
は
「
さ
れ
る
と
こ
ろ
は

ち
ゃ
ん
と
さ
れ
ま
す
よ
。
い
ま
は
新
築

の
と
き
の
地
鎮
祭
と
か
ね
て
、
略
式
が

多
い
で
す
が
ね
」
と
い
ま
行
わ
れ
て
い

る
水
神
あ
げ
の
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
「
ニ
ョ
ー
ニ
ョ
ー
カ
ン
ニ
ョ

ー
す
る
」
と
い
う
の
は
「
お
経
を
あ
げ

る
」
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
昔
は
幼
児

語
と
し
て
「
文
字
」
の
こ
と
も
こ
う
言

い
ま
し
た
。
ま
た
入
学
前
の
幼
児
が
兄

や
姉
の
教
科
書
で
読
み
方
の
ま
ね
ご
と

を
す
る
と
き
も
「
ニ
ョ
ー
ニ
ョ
ー
カ
ン

ニ
ョ
ー
、ニ
ョ
ー
ニ
ョ
ー
カ
ン
ニ
ョ
ー
」

と
大
声
を
は
り
あ
げ
て
い
た
も
の
で
す
。

春
日
市
郷
土
史
研
究
会
　
平
田

ひ

ら

た

善
積

よ
し
ず
み

ま
じ
な
い
・
う
ら
な
い

・
縁
起
　
そ
の
５

272

福
岡
県
ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
祭

発
明
工
夫
展
作
品
募
集

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
貸
し
出
し
ま
す

筑
紫
交
通
安
全
協
会

そ
の
他�

お
詫
び
し
ま
す

選
挙
公
報
配
布
も
れ

環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
募
集
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9
月
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル�
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¡

¡

¡

¡
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仲良し９人組のおしゃべりな女の子たちです。
センターのお話会でパネルシアターやエプロンシアターなど
を演じています。また、福祉施設を訪問したり、児童センタ
ーのイベントでいろいろとお手伝いもしています。
元気いっぱいで、楽しく頑張っています。

その4



曇
り
の
ち
晴
れ
・
ク
イ
ズ
、
散
歩
道

15

人
は
生
ま
れ
て
か
ら
死
ぬ
ま
で
、
身

内
は
も
ち
ろ
ん
他
人
と
も
、
良
い
関
係

の
ふ
れ
あ
い
を
重
ね
な
が
ら
日
々
生
活

し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
で

き
れ
ば
幸
せ
な
人
生
に
な
る
し
、
社
会

も
平
和
に
な
る
と
だ
れ
も
が
分
っ
て
い

る
は
ず
な
の
に
、
な
ぜ
で
き
な
い
の
で

し
ょ
う
▼
考
え
ら
れ
る
の
は
、
す
べ
て

の
物
事
を
「
白
黒
を
は
っ
き
り
」「
理

想
の
形
が
あ
っ
て
そ
れ
を
外
れ
る
と
間

違
い
」「
問
題
に
対
す
る
解
答
は
一
つ

し
か
無
い
」
な
ど
と
決
め
付
け
て
し
ま

う
人
間
の
特
性
な
の
で
し
ょ
う
か
▼
因

み
に
私
が
通
る
散
歩
道
で
は
、
い
つ
も

た
く
さ
ん
の
人
と
出
会
い
ま
す
。
そ
の

服
装
や
歩
き
方
は
実
に
さ
ま
ざ
ま
で
、

そ
れ
ぞ
れ
が
思
い
思
い
の
姿
勢
と
ペ
ー

ス
で
こ
の
道
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
な

の
に
、
こ
れ
ま
で
利
用
者
間
の
ト
ラ
ブ

ル
や
争
い
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん

▼
そ
う
で
す
。
大
事
な
こ
と
を
忘
れ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
散
歩
道
で
は
、
み
ん

な
が
必
ず
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
て
い
る

の
で
す
。
声
を
か
け
た
り
、
手
を
振
っ

た
り
、
ま
た
、
外
国
の
人
は
握
手
や
抱

擁
な
ど
色
々
で
す
。
こ
う
し
て
、
い
つ

の
間
に
か
、
同
じ
時
間
と
場
所
を
共
有

す
る
者
同
士
の
仲
間
意
識
が
芽
生
え
て

い
た
の
で
す
▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

に
も
、
ぜ
ひ
、
あ
い
さ
つ
運
動
を
取
り

入
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ふ
れ
あ
い

問１　①車専用
問２　②３尺
問３　②プールあそび
問４　③西鉄ストア牛頸店
問５　③手作り品
（応募総数　57通）

春日北小学校が集めたベルマークは何枚？
①２０万枚
②２００万枚
③２，０００万枚

水辺教室で見つかった生き物は？
①ヒラタクワガタ
②ヒラタムシ
③ヒラタカゲロウ

フルーツポンチを作ったのは？
①アッシュミートさん
②イッシュミートさん
③ウッシュミートさん

宝くじ助成金で設置したのは？
①人形劇舞台
②掲示板
③マイホーム

男女フォーラムは何を記念して始まった？
①男女共同参画都市宣言
②男女雇用機会均等法
③男女混合名簿

ヒント　ほかのページを見てください。

応募方法／ハガキに、①市報の月日号②クイ
ズの答え③住所④氏名⑤電話番号
⑥市報に関する感想や要望などを
書いて、送ってください

あて先／〒816－8501春日市役所広報担当
締め切り日／9月20日（必着）
※ 全問正解者の中から抽選で、10人に図
書券（500円分）を差し上げます。
なお、賞品の発送を持って発表にかえさ

せていただきます。

春
日
中
学
校
（
春
日
市
）
と
田
代
中
学
校
（
佐
賀
県

鳥
栖
市
）
で
現
在
、
三
味
線
を
指
導
し
て
い
る
の
が
、

昇
町
に
お
住
ま
い
の
本
條
秀
岱
（
本
名
久
原

く

は

ら

テ
ツ
子
）

さ
ん
で
す
。

指
導
を
始
め
た
の
は
平
成
元
年
。
大
谷
小
学
校
の

５
・
６
年
生
の
約
２
０
０
人
の
児
童
を
対
象
に
し
た
、

和
太
鼓
（
平
太
鼓
）
の
授
業
で
し
た
。
学
習
発
表
会
を

目
指
し
練
習
を
し
て
行
く
中
で
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
三

味
線
に
も
挑
戦
し
た
い
と
の
申
し
出
が
あ
り
、
「
子
ど

も
た
ち
と
一
丸
に
な
っ
て
け
い
こ
を
し
ま
し
た
」
と
本

條
さ
ん
は
振
り
返
り
ま
す
。
お
か
げ
で
、
学
習
発
表
会

は
大
成
功
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
翌
年
は
福
岡
国
体
の
年
で
、
子
ど
も
た

ち
の
ク
ラ
ブ
活
動
も
、
式
典
の
練
習
に
と
っ
て
変
わ
り

ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
、
大
谷
小
学
校
で
の
指
導
は
１
年
で
終

わ
り
ま
し
た
。
継
続
す
る
こ
と
の
難
し
さ
が
分
か
り
ま

す
。そ

の
後
、
鳥
栖
市
の
中
学
校
で
、
三
味
線
を
指
導
。

今
年
で
足
か
け
８
年
目
に
な
る
そ
う
で
す
。

そ
し
て
、
今
年
か
ら
始
ま
っ
た
の
が
、
春
日
中
学
校

で
の
三
味
線
指
導
で
す
。

来
年
度
か
ら
、
学
習
指
導
要
領
が
改
定
さ
れ
、
中
学

の
音
楽
の
授
業
で
、
邦
楽
楽
器
の
指
導
が
導
入
さ
れ
ま

す
。
そ
こ
で
学
校
か
ら
指
導
者
に
と
の
お
話
が
あ
り
、

今
年
か
ら
、
三
味
線
の
授
業
が
始
ま
っ
た
の
で
す
。

し
か
し
、
学
校
に
は
あ
ま
り
予
算
が
な
く
、
三
味
線

な
ど
の
道
具
を
備
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
本
條
さ
ん

は
、
な
ん
と
か
授
業
が
で
き
る
よ
う
に
と
、
知
人
な
ど

か
ら
い
ら
な
く
な
っ
た
三
味
線
を
譲
り
受
け
、
ご
自
分

で
皮
を
張
り
替
え
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

「
19
人
と
、
予
想
外
に
授
業
の
参
加
希
望
者
が
多
く
、

三
味
線
を
そ
ろ
え
る
の
も
大
変
で
す
。
皮
が
破
れ
た
り

す
る
と
、
授
業
に
も
影
響
が
出
て
し
ま
う
。
本
当
は
、

子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
、
も
っ
と
良
い
楽
器

で
学
ば
せ
た
い
の
で
す

が
」
と
訴
え
る
本
條
さ

ん
。ど

な
た
か
、
ご
自
宅

で
眠
っ
て
い
る
三
味
線

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご

提
供
願
え
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先

久
原
テ
ツ
子
　
�(

581)

８
３
７
９
ま
で

聖

本條秀岱
ほんじょうしゅうたい

さん（昇町）

し ゃ み せ ん



◆
モ
デ
ル
さ
ん
に
は
、
写
真
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

ＪＲ春日駅横で線路をまたぐ｢筒井小倉線（春日中央道路）立体交差道路｣の
開通を翌日に控えた８月７日、周辺住民による渡り初めが行われました。
午前10時から11時まで、工事の最終仕上げを一時中断して行われたこの催し

には、周辺住民約50人が参加。
千歳町、春日原間の長さ約200ｍのアスファルト道路を、のんびりと周りの

景色を楽しみながら歩いて往復しました。
参加者の一人は｢この日を待ちわびていました。これで渋滞も解消されるでし

ょう｣と喜んでいました。

夏休み水辺教室�夏休み水辺教室�

８月４日�、小学生の親子７組が参加し、夏休み水辺教室が行われました。
これは、環境学習の一環として、川に住む生き物の種類から、水の汚れ具
合を調べようというものです。
観察場所は牛頸川（春日３丁目）と那珂川中ノ島公園（那珂川町）でした。
特にたくさん見つかった生き物はヒラタカゲロウで、これはきれいな水に住
むそうです。中ノ島公園では沢ガニも見つかり、思ったよりどちらの川も水
はきれいなようです。
最後に試薬を使って、ＣＯＤ

シーオーディ

(水に溶けた酸素量)を調べ、川の水の検査も
行いました。試しに汲

く

んできた牛頸川の水に、ジュースをほんの少したらし
ただけでも、元の水よりものすごく汚染されるという結果が出ました。
このことから、参加者たちはほんの少しの排水でも川の水を汚しているこ
とを知り、私たちの日々の生活が自然環境へ大きく影響していることを実感
していました。

夏休み水辺教室�夏休み水辺教室�夏休み水辺教室�

△８月15日　地区祭りでのラムネ早飲み競争（小倉公民館）

△どんな生き物がいるのかな

市報かすが
発行／春日市役所
編集／春日市役所企画情報課広報担当
印刷／（資）四ヶ所印刷
〒816-8501 福岡県春日市原町3丁目１番地5 
1092（584）1111
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp/URL

●市の人口　１０６，３４３人�
　　　　　（前月比─42人） �

　　女５３，９７１人　男５２，３７２人�
●世帯数　　40,800世帯�

●転入　629人　●出生　92人�

●転出　736人　●死亡　  38人�

　　　　　　　　　（7月31日現在）�

△開通した立体交差道路

u
記
念
に
立
体
交
差
道
路
を
歩
い
て
渡
る
市
民
た
ち

※ この立体交差道
路は、自動車とバ
イクのみ通行でき
ます。
歩行者や自転車

はこれまでどおり
側道を利用してく
ださい。




